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別紙様式２－１ 

熊本県立宇土中学校・宇土高等学校 指定第Ⅲ期目 05～09 

 

❷令和５年度スーパーサイエンスハイスクール研究開発の成果と課題 

 

①  研究開発の成果 （根拠となるデータ等を「❹関係資料」に掲載すること。） 

研究開発課題「ウェルビーイングを目指し,UTO-LOGIC(1)を駆使して新たな価値を創る科学技術

人材の育成」について,研究開発の目的「ウェルビーイングを目指し, UTO-LOGIC(1)を駆使して新

たな価値を創る科学技術の人材」及び研究開発の仮説Ⅰ,Ⅱ,Ⅲを検証するための研究開発の内容

テーマⅠ,Ⅱ,Ⅲの成果を示す。 

研究開発の目的「ウェルビーイングを目指し, UTO-LOGIC を駆使して新たな価値を創る科学技術の人材」 

［テーマⅠ］併設型中高一貫教育校として，学際的な理数教育と探究の「問い」から価値を創造する授業デザインの実践  

成果❶学力の三要素のバランスを重視した観点別評価の適正な実施のために,定期考査を見直し,

すべての教科で探究型授業と学習評価の方法を研究開発することができた。 
（❸本文 テーマⅠ 探究の「問い」を創る授業と観点別評価の適切な実施の欄参照） 

学期に 2回行っていた定期考査を 1回に見直し，

「考査に頼らない評価方法」「指導と評価の一体

化」とその先にある生徒の学力向上を目指した授

業をどうデザインするのかを各教科で考えた。4

月の職員研修では，すべての職員に対して探究の

「問い」を評価する授業デザインのワークショッ

プを行った。11 月の職員研修では,観点別評価を

実施するにあたって,どのような授業設計図（シラ

バス）を作り，指導と評価の一体化をどうデザイ

ンするのか，テスト以外の授業における評価を

50%以上にするにはどうすれば良いのかを教科ごとに話し合った。研修の成果を 7 月と 2 月に全職

員で公開授業として実施し，その後，授業者がボードに指導案や授業関連資料、シラバス、生徒資

料など授業実践に関連する資料を掲示して授業参観者とポスターセッション形式で情報交換をす

る授業研究会を実施した。 

成果❷学校設定科目「未来科学(7)」「SS 探究物理」「SS 探究化学」「SS 探究生物」を通して学

際的な視点で探究の「問い」を通して学びを深めることができた。 
（❸本文 テーマⅠ 探究の「問い」を創る授業と観点別評価の適切な実施の欄及び第５節実施の効果と成果参照） 

未来科学(7)では,高校 1 年次に理科の基礎 4 領域を扱うことができ，探究型実験「未来科学 
Lab(7)」の探究課題の開発ができた。更に 2 年次からの SS 探究物理・SS 探究化学・SS 探究生物
では,協働学習アプリ Miro を用いた探究の過程を可視化する授業や教科横断型教材の開発,つか
む,挑む,創るの 3 種類の探究の「問い」で展開する探究型授業の開発ができた。その上で，学際
的な視点で設定した探究の「問い」を通して探究的に学びを深めた。「理科は探究活動や日常生
活に役立つ」が満足度指標で高い数値を得るなど，探究活動及び理科と日常生活の関係性の要素
が「既成概念にとらわれることなく社会の問題を発見・解決し,新たな価値を創造する資質・能
力」の育成に寄与した。 

成果❸探究活動の有用性（時間）と理科・数学の学習への影響を高めることができた。 
（❸本文 第５節実施の効果と成果参照）  

生徒へアンケートを実施し，ポートフォリオ分析

を進めた結果，「探究活動が好きである」「探究活

動は日常生活に役に立つ」という質問に対しては重

要度指標及び満足度指標は共に 50 を超え，重点維

持項目となった。それに伴い，数学や理科を学習す

る時間も満足度指標や重要度指標が 50 を超えた。

このことから，テーマⅠの仮説「既成概念にとらわ

れることなく社会の問題を発見・解決し,新たな価

値を創造する資質・能力」の育成に,数学や理科の学

習時間が寄与していることが伺える。  
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［テーマⅡ］併設型中高一貫教育校として、社会と共創するためにＵＴＯ－ＬＯＧＩＣを駆使する探究活動の実践 

成果❹中学段階での「宇土未来探究講座(10)」の中で「野外活動」「地域学」「キャリア教育」を

柱に,身近な自然や環境,社会や資源に目を向ける様々な体験活動を実施することができ

た。 
（❸本文 テーマⅡ 宇土未来探究講座ⅠⅡⅢ参照） 

「問題発見力，気づく力」,「協調性」の質

問項目の結果を見ると,1 年次から両方の項目

に対して平均は 3 点を超えており，入学時から

高い力を持っていることが分かる。2 年，3 年

と課題研究を進めていくことで 3 年 SS はほぼ

100%が肯定的な回答をしている。1 年次から平

均が高い理由として考えられることは，中進生

は宇土中から科学との関連を意識した宇土未来

探究講座(10)を体験しており,最先端科学や研究

に関心ある生徒も多いことが挙げられる。今後

も中学生から身近な環境に目を向けさせ,興味

関心を喚起し,様々な体験活動を重ねることに

より,身近なところから研究課題を発見,解決していく手法を学ばせていきたい。 

成果❺高校 1 年学校設定科目「ロジックプログラムⅠ(11)」において，生徒が様々な事象に関わ

り，数学的な見方・考え方や理科の見方・考え方を組み合わせるなどして働かせ，探究の

過程に取り組むことができる指導方法を構築することができた。 
（❸本文 テーマⅡ ロジックプログラムⅠ及び第５節実施の効果と成果参照） 

探究活動,最先端の研究や技術,自然科学の

原理に関する歴史に触れる機会として,探究

活動「ロジックリサーチ(12)」,「プレ課題研究
(13)」,「出前講義」「未来体験学習(14)（企業訪

問，関東研修）」を 1 年間かけて体系的,系統

的に実施することができた。コロナ禍の制限

が無くなり，科学技術に直に触れる機会を設

定することができたことによって,「科学技術

・数学・理科の魅力ある取り組みに参加でき

る」「科学技術・数学・理科に対する興味・関

心・意欲が高まる」の質問に対して各学年とも

8 割程の肯定的回答を得ることができた。ま

た，「未知を探究する態度や研究への興味・関

心を高める」について,ロジックリサーチ(12)及

びプレ課題研究(13),研究要旨集作成(19),研究発表会の有用感では,全体で 7 割超の肯定的回答が確

認できた。生徒に何が身に付いたか,何を定着させるかの視点で,探究を進める過程で必要なコンテ

ンツ等を提示する手法を今後はさらに開発することが有効であると考えられる。 

成果❻高校 2 年次の課題研究について，テーマ設定の方法を見直し，従来の「SS 課題研究(15)」

「GS 課題研究(16)」の他に SS，GS を融合させた「学際課題研究(17)」を設定することができ

た。 
（❸本文 テーマⅡ SS 課題研究及び第５節実施の効果と成果参照） 

高校 1 年次に「ロジックリサーチ(12)」と「プレ課題研究(13)」の 2 回のテーマ設定及び探究サイ

クルを経験した後,2 年次に再度テーマを設定し,探究活動を展開した。テーマを設定に関しては,

「SS 課題研究(15)」（数学・理科の教員）,「GS 課題研究(16)」（数学・理科以外の教科の教員），

「学際課題研究(17)」（数学・理科の教員＋理数以外の教員）に分かれ,担当教員の専門性を活か

した指導体制を編制し,大学や研究機関,企業や地域等と連携を図り,身近な事象を対象に探究に取

り組んだ。学際課題研究(17)は SS コース，GS コースのどちらでも取り組めるよう設定した。今年

度の学際課題研究は「防災班」「ペーパーブリッジ班」「ヘドロ研究班」「睡眠研究班」の 4 つ

のテーマを柱として研究を行った。これまで個人，自身のために行う探究活動の取り組みであっ

たが，人類・社会の幸せを願っての探究活動，すなわち公共のための探究活動とよりウェルビー

イングの視点で考えることができた。 
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成果❼7 月に「UTO Well-Being 探究 Award(20)2023」，2 月に「ロジックスーパープレゼンテーシ

ョン(21)」として SS 課題研究(15),GS 課題研究(16)，学際課題研究(17)をはじめとする探究活

動の成果を校内外に広く発表する機会を設定することができた。 
（❸本文 テーマⅡ UTO Well-Being 探究アワード 2023，ロジック・スーパープレゼンテーション参照） 

7 月の「UTO Well-Being 探究 Award(20)2023」は 2000 人の収容規模を誇る熊本城ホールにおいて，

成果発表会を実施した。県内外の企業や小中高校に広く発信し，当日は 300 人近くの来場者があっ

た。2 月「ロジックスーパープレゼンテーション(21)」は宇土市民会館で実施した。1 年間のまとめ

として中学生，高校 1,2 年が今年 1 年間取り組んだ研究内容をまとめた。成果発表会を経ることで

プレゼンテーション能力が上がると回答した生徒は，全学年で 8 割を超えた。成果発表会を始めと

する多くの発表会を経験することがこの回答結果に繋がっていると考えられる。 

成果❽国際性を高める取り組みとして，SSH 台湾研修や ICAST 参加など，国際交流や国際研究発
表,グローバル関連事業への参加を促進する機会の充実を図ることができた。 

（❸本文 テーマⅡ 国際性を高めるプロジェクト GLP 参照） 

GLP 研究主任(32)を中心とした U-CUBE(23)の運

用を通してグローバルリーダー育成プロジェ

クト(GLP(22))を実施した。生徒へのアンケート

調査でも「英語を学ぶことで日常生活に役に立

っている」という回答については，1 年及び 2

年 3 年の GS コースで 7 割前後，2 年 3 年の SS

コースでは 8～9 割の生徒が肯定的な回答を示

した。 4 年ぶりの台湾海外研修（台湾研

修）,ICAST への参加などコロナ禍で実施できな

かった取り組みを徐々に復活させることがで

きた。台湾静宜大学との国際間高大連携学術文

化交流プログラムを実施し，静宜大学を始めと

した海外大学への進学も増えた。 

［テーマⅢ］学校設定科目「Ｗｅｌｌ－Ｂｅｉｎｇ Ⅰ・Ⅱ」の開発とシチズンサイエンス「ウェルビーイング市民公開講座」の実践 
成果❾情報・数学のデータの整理の分野の領域を融合した学校設定科目「Well-BeingⅠ(26)」を開

発することによって,ウェルビーイングを目指した意思決定のために，データ駆動させる
生徒を育成することができた。 

（❸本文 テーマⅢ 学校設定科目「Well-BeingⅠ・Ⅱ」及び第５節実施の効果と成果参照） 

第 1 学年において，ロジックリサーチ(12)及び

プレ課題研究(13)を円滑に進めるために Well-

BeingⅠ(26)として情報Ⅰ，数学Ⅰの統計分野を融

合させたデータサイエンスの基礎を学んだ。

Well-BeingⅠ(26)では，数学Ⅰのデータの分析の

内容，情報Ⅰの情報社会の問題解決の内容を学

んだ。「統計処理の仕方」「レポートのまとめ方」

「今後の課題研究に活かしたい」のアンケート

質問に対して肯定的な回答を示した生徒は 1 年

生で 7 割前後であった。並行して学んでいるロ

ジックリサーチ(12)，プレ課題研究(13)へどう活用

していくかも時期を考えながら次年度の「Well-

BeingⅡ(26)」の指導法も今後考える必要がある。 
成果❿昼休み後,10 分間設定する午睡の時間を「ウトウトタイム(27)」として日課に設定し，「Well-

BeingⅠ(26)」や SS 課題研究(15)や学際課題研究(17)のデータ活用に利用できた。 
（❸本文 テーマⅢ ウトウトタイム参照） 

例年行っている昼休み後の午睡時間「ウトウトタイム(27)」について，産・学・医ネットワークと

して,世界トップレベルの研究を行っている国際統合睡眠医科学研究機構(IIIS)と継続した連携を

進めることができた。1 学年を対象に未来体験学習(14)（関東研修）を行い，10 名の生徒が IIIS で

研修を行った。課題研究ではウトウトタイム(27)や自律神経に関して研究するなど睡眠に関する課

題研究に取り組む班も多かった。2 年の学際課題研究(17)では，スポーツと睡眠，自転車と睡眠など

探究活動を身体的な幸福（ウェルビーイング）に活かしていこうとする研究も見られた。 
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 ② 研究開発の課題  （根拠となるデータ等を「❹関係資料」に掲載すること。） 

「ウェルビーイングを目指し,UTO-LOGIC(1)を駆使して新たな価値を創る科学技術人材の育成」を研

究開発課題に取り組んだ研究開発内容「Ⅰ 探究の「問い」から価値を創る授業」,「Ⅱ 探究活動

の実践」,「Ⅲ Well-BeingⅠ・Ⅱ(26)の開発」に関する研究開発実施上の課題と,今後の研究開発の

方向性を示す。 
［テーマⅠ］併設型中高一貫教育校として，学際的な理数教育と探究の「問い」から価値を創造する授業デザインの実践 
課題❶「探究活動の時間の確保」「理数系以外と探究活動の必要性」が改善要素である。 

（❸本文 第５節実施の効果と成果参照） 
 数学,理科以外の教科学習においても,問題解決の場面を作り出し，探究の「問い」を創る授業を
充実させた上で，学力の三要素のバランスを重視した適切な観点別評価を実施させることが必要で
あると考えられる。 
課題❷「探究数学」において，数学と他教科との関連や日常生活,科学技術との関連を意識した

教材開発を行うこと。     （❸本文 テーマⅠ 探究数学ⅠⅡⅢ及び第５節実施の効果と成果参照） 
 「日常生活に数学が役立つ」「他教科を学ぶために数学が必要」と答えた生徒が SS コースで 7
割ほどの肯定的回答を得た一方で，GS コースでは SS に比べると平均も低く，数学と日常生活の有
用性を実感できていない生徒も多い。数学的な思考力・解析力，論理展開力，物事を抽象化・客観
化して本質を見抜く能力等は日常生活においても重要な位置付けを有していることを理解させて
いく。 
課題❸他教科を学ぶための理科が必要であると実感する生徒が SS コース以外で低い。 

（❸本文テーマⅠ SS 探究物理・SS 探究化学・SS 探究生物参照） 

理科的な視点で他教科を学ぶ教科横断型授業の実践を進めるために令和 4 年度から 1 年次に理
科 4 領域を学際的な問いで構成する学校設定科目「未来科学」を設置している。探究の「問い」を
通して,理論や原理を理解したうえで,学んだことを応用し,自ら探究の「問い」を創る流れを他教
科での学びでも活用することができるように,日常生活に着目した教材開発に加え,他教科の題材
を理科的な見方・考え方で学ぶ教材開発ができるように開発していく。 
［テーマⅡ］併設型中高一貫教育校として、社会と共創するためにＵＴＯ－ＬＯＧＩＣを駆使する探究活動の実践 
課題❹高校 1 年次における探究活動において「論理性（L）」が改善要素である。 

 （❸本文 第５節実施の効果と成果参照）  
ロジックリサーチ(12)，プレ課題研究(13)，2 年次からの課題研究と段階を追ってより深いテーマ

設定をしていくことで改善させていきたい。Well-BeingⅠ(26)でもデータの重要性を学んでいるた
め，説明の根拠としてデータをその都度用意させることも重要である。 
課題❺高校 2 年次における探究活動において「革新性（I）」が改善要素である。 

 （❸本文 第５節実施の効果と成果参照） 
課題研究を進めていく中で，研究結果の考察から当初の予想と異なる結果が出たときに研究の仮

説や研究手法・条件を再設定し，従来の研究から枠組みや構造を変化させることができるように指
導していく。 
課題❻高校 3 年次における探究活動において「グローバル（G）」が改善要素である。 

 （❸本文 第５節実施の効果と成果参照） 
 現在の 3 年生はコロナ禍に入学したこともあり，SSH 海外研修の中止など，海外への関りが満足
に果たせなかったのも要因の一つに考えられる。3 年生のそれ以外の 4 つの観点（L,O,I,C）はあ
る程度高い満足度を有している。2 年生は海外研修なども体験し，グローバル性はある程度満たし
ているが，英語での発表機会や海外大学への進学へのチャレンジなど，今後も指導していかなけれ
ばならない。 
［テーマⅢ］学校設定科目「Ｗｅｌｌ－Ｂｅｉｎｇ ⅠⅡ」の開発とシチズンサイエンス「ウェルビーイング市民公開講座」の実践 
課題❼統計処理の仕方をもっと深く学んでみたいという項目が改善要素である。 

（❸本文 テーマⅢ Well-BeingⅠⅡ及び第５節実施の効果と成果参照）  
Well-BeingⅠ(26)のアンケート内容から，「もっと深く統計を学んでみたい」と答えた生徒は 5 割

程度に留まっている。生徒にとっていかに身近なデータ（特に心と体の健康の部分）から興味ある
内容を持って来るのかなど，授業の組み立て方が大事である。次年度は Well-BeingⅡ(26)の授業も
開講される。Well-BeingⅠ(26)より深いデータ処理の方法も求められるため更に指導方法を入念に
考えていく必要がある。 
課題❽「Well-BeingⅠ(26)」での授業での学びの成果をウェルビーイング統計処理コンテスト等,

校外に発信する取組及び機会を設定すること。    （❸本文 テーマⅢ Well-BeingⅠⅡ参照） 

ウェルビーイング統計処理コンテストに関しては，今年度はデータの内容を変えながら 2 回実

施することができたが，発表は校内での発表に留まった。次年度以降は高校生が考えるウェルビー

イングとは何なのか，Well-BeingⅠⅡで培ったノウハウを元に成果発表会などで発信する機会を設

ける。 
 


